
校長 伏間 公洋

２学期が本日で終了しました。一人一人が様々な場面で成長した姿を見せてくれたこ

とに、大きな喜びを感じます。保護者や地域の皆様には、学校の教育活動に温かいご支

援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

今日の終業式では、２学期を終えて１年の締めくくりを迎える山の手の子に、当たり

前のことを一生懸命になって行い続けることで更に成長してほしいという願いを込めて、

凡事徹底の大切さについて話しました。特に、家庭学習の習慣を大切にするよう話しま

した。

ご家庭でも、「我が家での『当たり前』とは何か」を話題にしていただき、その『当た

り前』をお子さんが実践できるようご支援いただければ幸いです。

令和７年が、山の手の地域の皆様にとって幸せな１年になることをお祈りします。

良いお年をお迎えください。来年もどうぞよろしくお願いいたします。
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学校では、これからの時代をよりよく生きていく力を身に付けるには、自ら学び続けることを習慣に

することが大切であると考え、

○「学習に継続的に取り組む習慣の確立」

○「学習内容の定着」

○「自分で学習課題を見付け自ら学ぶ力の育成」を目指し、ご家庭に理解と協力をお願いしながら、

家庭学習の取組を続けています。

○１・２年生には、基本的な学習習慣を身に付けてもらいたい

○３・４年生には、自ら学習に向かう習慣を身に付けてもらいたい

○５・６年生には、計画を立てて自力で学習を進めてもらいたい

と考えています。山の手の子に、これらの家庭学習を取り組む目的や学校の願いを伝え、意欲的に取

り組むよう促しています。

先日、ご協力いただいた保護者アンケートで、「家庭学習をほとんど行っていない」との回答を拝見

しました。学校では、『全ての山の手の子に家庭学習の習慣をつけてほしい』と強く願っています。実

現に向けて、是非、ご家庭の協力をお願いいたします。

○決まった時間に家庭学習を行う

○集中できる環境の中で家庭学習を行う

ことが、習慣化につながると考えています。冬休み中、家で学習をすることを願い、冬休みの課題を

出しています。保護者の皆様におかれましては、お子さんの『やる気スイッチ』が入るような言葉がけ

をしていただけますと幸いです。

充実した冬休みになるよう、ご家庭でのお力添えを、何卒、お願いいたします。

□１２月末で離任します□ ○ ○ ○ ○ 教諭（やまびこ学級担当）
「短い間でしたが、お世話になりました。山の手の子どもたちとの２ヶ月間は、とても楽し
かったです。ありがとうございました。」



今年も、「クリスマスおはなし会」を１２月に開催していただ
きました。山の手の子は、クリスマスを話題とした絵本の読み聞
かせを見て聞いて心がほっこりした後に、おはなし会で準備して
くださったクリスマスプレゼントを届けに訪れたサンタクロース
やトナカイをにこにこ笑顔で出迎えてくれました。山の手小おは
なし会の皆さんには、毎月の朝の読み聞かせやクリスマスイベン
ト等を通じて、山の手の子の想像の翼を広げていただくなど、開
校時から、学校教育目標「ゆたかにひびき合い」の実現に向けて、
『心づくり』を学校と共に行っていただいてます。
本当にありがとうございます。幸せに包まれた一日でした。

プレゼント ・ ポスター

■その１■ スキー学習

恵まれた自然環境を生かし、今年度もスキー学習を
行います。３年生以上は天狗山スキー場で２回、２年
生は天狗山スキー場で１回と花園公園グラウンドで２
回ずつ、１年生は学校や花園公園のグラウンドで行う
予定です。天候によっては、延期や中止となる場合が
ありますが、小樽の冬のスポーツであるスキーに慣れ
親しんでもらうために、しっかりと学習を行います。
スキー学習のために準備をしていただいたり、学習

支援ボランティアとして参加していただいたりするな
ど、保護者の皆様に支えていただいていることに改め
て感謝を申し上げます。

■その２■ 集団下校班集会 １７日（金）

不測の事態が起きた場合に備え、同じ地区の子が協
力し合って安全に下校するための集会を行います。５
時間目に、下校グループ班ごとにそれぞれの教室等に
集まり、６年生のグループリーダーと副リーダーが中
心となり、並び方や危険箇所を確認します。
実際に集団下校をすることになったり、保護者の皆

様にお子さんを学校まで迎えにきていただき下校する
こととなったりした場合には、『【緊急】メール』を送
信させていただきます。
山の手の子の安全を第一に考えた対応をとりますの

で、ご理解とご協力をお願いします。

１月には、各学年で人権教室を予定しています。
いじめ等の人権問題について考えることで、人の権利
を尊重することの大切さについて理解を深めます。

■ 冬型の事故を防ぐために ■

冬型の気圧配置により雪の日が続いています。吹雪で見通しが悪くなる状態で登下校する日もありま
した。事故防止のため以下の点について再度お声がけをお願いします。

○信号が青でもすぐには渡らず、車が止まったことを確認して、
横断歩道を渡ること。
【合い言葉】「右見て、左見て、車見て」

○道路付近の雪山に登ったり、人の敷地の雪山を崩したりしたり
しないこと。

○落雪などの可能性があることから、遊びや登下校中に他人の敷
地内に入らないこと。

○除雪車の付近、川など危険な場所に近づかないこと。
○道路で雪玉を投げないこと。 小樽市PTA連合会寄贈の交通安全の旗

■ 「一時停止」のご協力に感謝申し上げます ■

学校から校門を出て、右折をし、信号機のあ
る S 字の形状をしている道路に出る前に一時停
止の道路標識と停止線があります。車輌が一時
停止をする意義は、画像の赤を付した部分が歩
道となっていることから、歩行者を守ることに
あります。日頃より、一時停止にご協力いただ
きまして心より感謝を申し上げます。
さらに、S 字の形状をしている道路から校門

に向かって赤を付した歩道を通過する際も、道
路標識はないものの、一時停止をしてくださり
ありがとうございます。
道路交通法によりますと、歩道を車輌が通過

する際は、歩行者や自転車の通行を妨げないよ
うに一時停止することになっています。
これからも、多くの山の手の子がこの歩道を

通って登下校をすることになります。今後も、
歩道を歩いている山の手の子を優先し、安全を
守ってくださいますようお願い申し上げます。




